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ヤブミョウガ マユミ メハジキの種

アオツヅラフジの実

スズメウリの実ナツアカネ

色づいたハリギリの葉紅葉したツタ 開花したヤツデ
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法人設立２０周年記念行事のご報告

 令和６年９月２９日 （日） 法人設立２０周年記念行事をおこないまいた。 午前中は牛久自然

観察の森第一駐車場向かいの保全区 （牛久市結束町みどりの保全区） で記念行事を行いま

した。 代表理事からこれまでの会発足に至る経緯やこれまでの活動を振り返る挨拶があり、

続いて林内の保全作業の一環で枝集めを行いました。 作業を行っていると自然散策されてい

る多くの方から励ましと感謝のお言葉をいただく場面もみられ合わせて活動の紹介も行うことが

できました。 午後は牛久自然観察の森での活動を予定していましたが、 開始直前に活動予

定地の樹木にキイロスズメバチの巣が見つかったため活動は中止となりました。

　牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町の 「みどりの保全区」 で行っている森林維持管

理作業 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや除間伐、 風倒木の処

理等を行っています。

　今年度は孟宗竹の伐採作業を継続的に進めていて１０月も竹の伐採を中心に行いました。 こ

こ半年間、 竹の伐採を行なってきたことで作業の手順や伐採時の力加減など要領を得て能率も

よくなってきました。

　１１月〜１月は下記の通り３回の実施を予定しております。 雑木林、 杉林の景観維持へのご協

力を引き続き宜しくお願いいたします。

活 動 日 ： １１月２８日 （木）、 １２月２６日 （木）、 １月２３日 （木）

時　　　間 ： ９時３０分〜１２時

集合場所 ： ネイチャーセンター 横の倉庫前

参加希望の方は ： 活動日の１週間前までに事務局までご連絡ください。

結束町みどりの保全区
「エコアップ」作戦参加者募集のお知らせ

活動の様子

竹を間伐作業 伐倒後、 一定の間隔で切断していく様子
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山野の動植物
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生態展示のためテナガビを捕獲する様子

鳴く虫の音が出る仕組みを解説する様子

コナラのドングリと色づいた葉 シラカシのドングリ

アカシデの実ニシキギの実

キチョウ 穂をつけるススキ

ショウリョウバッタモドキ

ノコンギク

ツチイナゴ

　NPO 法人としての里山の会の活動も２０年を迎えるなか、

応援隊としての活動も長くなりました。 　雑木の伐採、 定

期的な市民向け教室も、 コロナの影響と隊員達の高齢化

に伴い中止している活動です。 今年の暑い夏の期間の活

動報告を下記致します。

７日 （日） ムジナの下草刈りの予定を炭屋周辺

の整備へ変更。

２１日 （日） ムジナを整備

１日 （日） 園内の梅林は年に３回の下草刈りが計

画されていて、 今年２回目の下草刈りです。 全

面的に刈るのですが、 残して置きたい草類、 秋

に楽しみたいものをゾーニングして残しています。

　１４ ・ １５日 （土 ・ 日） は今期初の炭焼きです。

炭窯の床にレンガを敷き詰めて保温性能を向上さ

せたので格段に焼き具合が向上しました。

８月の草木染めと１０月のツルカゴ編み、 １月の

炭焼きが公開講座としていたものです。

６日 （日） ツルカゴ作り。 縄文土器をイメージし

たツルカゴの写真を添付致します。 藤ツルとビナ

ンカズラで創作してみました。 　

以上

夏から秋の活動報告 学芸員実習生の受け入れ報告

牛久自然観察の森指定管理雑木林応援隊

木谷 昌史雨宮 廣之　

７月

９月

１０月

　牛久自然観察の森では今年度、 ５名の学芸員実習生

の受け入れを予定していて１０月までに４名の実習を終え

ました。

　受け入れの期間は７日から１２日と大学によって異なり、

実習の内容も学生の選考や興味にあわせて組まれます。

小学生の総合学習の受け入れや自然体験の行事がある

際は安全管理や解説の補助として自然解説業務を体験

してもらいました。 またネイチャーセンターでの生態展示

の維持管理やカウンターでの受付、 清掃などの日常的

な業務の他、 標本のメンテナンスも行ってもらいました。

　子供と直接する機会が少ない学生にとっては解説の際

の声かけに戸惑う場面もありましたが、 対応していくうち

に表情もほぐれていき子供達から質問を受けるようになり

実習の手応えを感じているようでした。

　実習生の新鮮さや成長する意欲に職員も感化され、

若い感性から新しい気づきも得られ職場全体が活性化し

たように思いました。 来年度も引き続き受け入れを行っ

ていきたいと思います。

制作中の様子

完成したツルカゴ


